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andwithoutmetepawerecompared,thedevelop･

mentofbothepidermalcellsandtracheoleswas

disturbed bythetreatmentofthischemica一.

Accordingtothehistopathologicalobservationin

P.xuthus,thereappearedtheinhibitionofcell

divisionandgiantnucleiorbothdegeneration

andllistolysisofepidermalcellswereobserved

inthewingdiscstreatedwithmetepa.While,

intheinvilroexperiments,thedevelopmentof

'M.brasstcaewing discswasinhibited inthe

mediumcontainingbothmetepaandβ-ecdysone

after48hrofcultivation,althoughtheywere

developed by the β-ecdysone-action atthe

beginingofcultivation.From theseresultsit

wasconcludedthattlledeformationofthewing

partsinthesespecieswascausedbythein･

hibitoryeffectsofmetepaonthedivisionof

epidermalcelloiwingdiscs.Abnormaladults

with the darkened and lightbrowned wing

emerged from slightlydeformedpupaeofP.

Nut/luSandM.byassicae,respectively.Thewing

scalesoftlleSeadultsshowedthemorphological

abnormality.Thesedetormedscalesweredueto

abnormaldivisionofscaleイormingcellinduced

byalkylatingactionofmetepainGallerfa.No

deformityinthewingpartswasobservedbythe

administrationofnonalkylatingagenthempa.
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7. 経口投与による酸, 塩基, 壇溶液のカイコの体液成分におよぽす影響 黒田 秋 (El林
省盃糸試験場,東京都日野市) 51.6.19受理

薬牧の経口投与の設定を目的として,カイコに各理非紋を投与し休校成分中の蛋白質とα-ケトグ

ルタル酸の虫への史珍轡を調べたところ, 塩類の投与損度に比例して, これら体淡成分量に増加が認
められ 好饗の現われる最近投与虫は約2mg/g体歪と推定された.休校成分の増加の原因は, 脱

水にともなう休校の泊縮によることが判明した.

経口投与による各種薬液の昆虫矧 こ対する膨響につ

いては多くの研究が行なわれている.しかし,投与薬

液自体の効架を明確に把超するためには投与条件の綿

密な設定が必要であるが,種々の条件による一般的な

生体への膨響についてはあまり知られていないようで

あろ.そこで,投与条件設定の資料を得るため,まず

カイコの幼虫に酸,塩基,塩溶紋を経口投与して蛋白

質およびα-ケトグルタル酸 (α-KG)などの体液成分

におよはす比皆を調べたところ,興味深い知見を得た

ので拙LJBする.

本文に先だち,有益な助言をいただいた理化学研究

所深見1lUi一博士に,また本桐の御校閲の労を賜った員

林省蚕糸試験場入声野以彦将士,珊生串磨栖士に心か

ら謝意を表する.

材料および方法

供試昆虫 :実験には現行表品種の原種支124号の節

5齢2日目の雌幼虫を用いた.

供拭薬剤 :実験に用いた薬剤は塩酸,マロン酸,水

酸化ナトt)ウム,塩化ナトリウム..)ン酸カt)ウム校

的紋 (ptI6.5)の各浴液であり,おのおの致死渋皮
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に至るまでの4-7段階の希釈液を調超した.

実験方法 :これら薬液はツベルク.)ン用注射器を用

い一頭当たり0.1mLを消化管内に経口的に注入する

方法で投与した.体液の採取には1区15更正の幼山をtJも

試し,4時間絶食の後に5頭づつ3分割して休淡を採

取し測定まで -20oCで疎結保存した.測定は各区3

適制で行ないそれらの平均値で分析値を示した.仙波

成分の分析は, まず体液0.1mJに3% トリクロル酢

酸2mlを加え遠心分離した.蛋白質の走出は沈澱分

画を0･4M水酸化ナトリウム2mLで浴解後.その50FLL

について Hartreel)の方法によりFolin正式米を/恥､

て行なった.一方,α-KGは上沼分画から0.5mJを

分取し大倉ら2)の方法によって定量した.また.体紋

における蛋白質の成分は Ornstein3)の方法に従い,

5%ポ.)アクt)ルアミドゲルディスクTLl気泳動により

3.73べた.なお,泳動には蛋白質の定昆伯に従い.一定

の蛋白畠になるよう体披塁を加減して用いた.

結果および考察

種々の濃度の水酸化ナトリウム浴披,塩軌 塩化ナ
ト))ウム溶液,.)ン酸緩衝液をそれぞれ経口投与し,
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体淡中の蛋白TIおよび Er-KGの2成分への好矧こつ
いて湘べたところ,Fig.1に示す結果が狩られた.

浅丘概投与では.lMでカイコは仮死状憤となり.

1.5Mでは全m休が死亡した.体淡中の2成分は投与
況IiEが相迎しても一定他を示した.水根化ナト1)ウム

TTY紋の投与では0.25Mで吐波立が多くなり,0.5Mで

は全m体が死亡した.この致死濃度は塩酸投与に比べ

てはるかに低氾皮であり,カイコは憩よりも出韮に対

して極めて弱いことが推察される.一方,体淡中の2

成分は薬紋の投与濃度が高まるにつれてやや増加する

傾向を示した.1)ン酸緩衝液および塩化ナト1)ウム溶

紋を投与した場合では,2M投与区でともに吐汲塁が

増加し休躯の緊張感がなくなり,しかも休校の採取が

極めて囚難なはど少員であった.体紋中の蛋白虫はこ

れら新枕の投与荘ほ に比例して増加したが,I)ン徴摂

衝紋投与の万がこの幌向がより顕哲であった.また,

α-KG虫も同様な相加幌向を示したが蛋白虫ほど朗121:
ではなかった.しかし.Fig.2に示したJ:うに密自宅

を投与薬液における桁質の質虫にもとづいて比較する

と,質晃の増加にともなう体液蛋白員の増加はほぼ同

-な直線的関係を示した.×印のマロン懲搭披(後述)

を含めたこれら薬紋の投与丑(Ⅹ)と休校蛋白昆(Y)と

の関係は, Y-10.87+0.65Xの回帰直線によって
表わすことができる. この結凪 .)ン慨綬術液を垢

類とみなすと,体披rflの怒自白は手刷ヒ管内に注入きれ

た塩類の質虫に放く膨皆を受けていることが明白であ

り,その最低雄聖芋虫は那5齢2日目の雌において約
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Fig.1. Effectofadministrationof:phosphate
buffersolution atpH6.5 0;NaCl●;HCl▽;NaOH x;onα-keto･
glutaricacid(dashedline)andprotein
(solidline)inbloodofsilkwormlarvae.
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Fig.2. Relationbetweentheconcentrationof

orallyadministered saltsand protein
contentinbloodofthesilkwormlarvae.

0:phosphatebuffersolution(pH6.5);●:NaCl;×:malonate(pH6.5)
※:regressionlinebetweenthosesalts
andprotein.

2mg/g体現と抑起される.

塩現の投与により休校中の試自流に増加が認められ

たが,これが特淀の丑吉日TI成分の増加によるものかど

うかをnJ]らかにするため,ft:Jj<1泳動法により蛋白成分
を比較した (Fig.3).その緋狐 lMリン慨緩衝披お

よび2M糊化ナト.)ウムfTLf枚と苅田水投与区との間で

体硬成分に芸L'.5'1.は認められなかった.このことは,こ
れら薬紋の刑化竹内への投与による体液巾の蛋白虫の

増加は体紋の机鰍 こ起囚すろことが推察される.とこ

ろで,兆紋のモルmJRとその記述圧とは比例関係にあ

るが,Fig.1で示したように以恨投与区では体紋成分

五tに変化を示さなかったので,増加現象の原因を薬紋

の浸透圧のみにより説明することはできない.ただ塩

析がこの現象に関して何らかの重要な物理化学的役割

を演じていることは確かである.また,蛋白塁に比べ

て α-KG量がそれほど増加しなかった原因としては,

α-KGは低分子であるので消化管の膜の変化によって

休校水分とともに消化竹内に山たためとも考えられる.

これまで城村を声翁和した桑7'Rでカイコを飼ffすると
発ff不良になることが印位されていろり ). これは今
凹の訳駿でみられたような以刑投与による体紋の脱水

別袋もその一因として考えられる.

以上の結果にもとづき,代謝阻ELt物質を経口投与し

これら体液成分への彩聾を調べた (Fig.4).すなわち,

0.5MおよびlMのマロン酸は強酸性 (pH1.28)であ

るが,これを直接力イコに投与するか,あるいはマロ

ン慨のモル濃度を変えずに水教化ナトリウムではば中

性 (pH6.5)に調整したのちに投与してその彫饗を

比較した.pH無羽虫の投与区では,前述の塩慨の場
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Fig 3.EIccll･OPhorcLicpauel'nsorbloodproICins

orthesJlkWorm larvae ora‖y adminis-

tcrCdsahs.

A:D.W.(2〃JbloodwasLISed);忠:lM

phospllateburrersohltion (1/JLblood);

C:2M NaCL(lFLLblood)･

令とrf7J様に休披矧ノIf辻に何ら姥饗が認められなかった
が α-KGIl主は減少した.すなわち, コハク酸脱水戎

酵崩がマロン酸により阻苫されたためにクエン恨rllI蹄
が｣J･まり,体披小の Cr-KGがコハク懐に恨化されて

α-KGが減少したものと考えられる.-Jj',pH 615

に湘過した投(-)区では,蛋rJIuは投与浪度に比例して
増加するとともに α-KGlLiも増加の僚向を示し,兆
PJ-!効果はほとんど認めることができなかった.このマ

ロン慨投与区のlfe%-1を Fig.2に×印で小したが, そ
れは他の2柾の塩浴紋の質'itに対する体攻怒L'lfiの増
加幽係とよく 一致しており,脱水により休枚が711呈縦さ
れたことを如火に'Jiしている.

以上の泉Ii米から.･態紋を総ll投Jjしてその雌で!･)を朋
べる火駿においてはrflk牧小の鮎もiのTr!lとにも剛心する
ことが必盤と巧えられる.
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Sumlllary

ThecfrectsororとL)admhlistraLionoracid,bZlSe

andsaltso)utIOnupontheconccnLrationorproteln

and (r-kctoglularicacid (α-KG) in laI･Valhae-

molymph orLhcsilkworm,Bombyxmori,were

stLldicd,Whenacidic ol'basICSOlutLOn(100FLL/

)arva)aLthesyncopicdose was admlnistered

oI-allylolhc2days-oldlarvaeatthe5Lhinstar･,

0.25Msodiumhydroxideincreasedtheamountsof

proteinand(l･-KGi一lunitvolumeofhaemolymph,

whilelM hyd)･ochLoT･icacid unaffected.ln the

adminisLrall0nOrsodium chlorlde oI･phosphate

burrer,theamount0rthebothconstituentsin

haemolynlPhremarkably)ncJ･eaSedpI･OPOrLionally

asthemolarconcenll･alionincl･eased.Themini-
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mumamountofthcscsolutionstoarrectonthe analyses,theincrementoEproteinconcentration

proteinconcentrationinlarvalhaemolymphwas inlarvalhacmolymphbytheorala(lministration

estimatedtobcapproximately2mgperglarval orsaltsolutionseemstobcbroughtaboutby

weight.Sinceanyalterationinproteincomponent thedehydrationofwaterfrom hacmolymph.

wasnotdemonstratedbythegelelectrophoretiC

抄 録

Disparlure:Gypsymothと nunmothにおけ

るフェE)モン知覚の差異

Disparlure:DifferenceinPheromonePerception

betweenGypsyMothandNunMoth.

D.KLTMETZEK,G.LosKANT,J.P.VIT丘and冗.

MoRI:NoLurwl'ssc〃SChaftcn,63,581(1976).
Gypsymoth(マイマイガ)も近緑の nunmothも

共に (7R,8Sト(+)-disparlureによく反応する.し

かし, これに等虫の (7S,8R)-(-)-disparlureを加

えると,nunmothには播哲を与えないのに.gypsy

mothでは反応が抑制きれる.その瑚だけに特男T'Iiな化

公物がない限り,一般に7.tロモンにJ:る交信に差が

生ずるのは.(1) 71ロモンーフェロモンの組合せが

邦なる,(2) フェロモンーカイロモンの組合せが罪な

る,(3) 校数の同じ化合物であっても組合せの比がga.

なる,時であろ.

粘着トラップを用いて,野外で捕竣試験を行なった.

ドイツで2日間にかけたトラップで1個当りの nun

mothの捕捜教は, (+)-disparlureの況度に比例し

て増加し.(-)-disparlureの添加_nには関係がなか

った.これに対して,gypsymothは(-トdisparlure

の添加によって誘引性が大きく抑制された.

-つの化合物で,chiralな性質の違いだけで誘引性

の種特異性に差がある例である. (高橋正三)

-昆虫フェロモンの chirality:不活性対掌体による

反応の抑制

Chirality of Insect PllerOmOneS:Response

InterruptionbyInactiveAntipodes.

J.P.VIT畠,D.KLTMETZEK,G.LosKANT,R.llEDDEN

and K.MoRI:.(Tatuywlssenscha/tc〝.63.582

(1976).

(S)-ct'S-verbenolは,キクイムシIpstypographus

のフェロモンであるが, (R)-Gis-verbenolには反応

しない. また,キクイムシ Gnatbotrichussulcatus

は似合フェロモンの sulcatolに反応するが, エナン

チオマーの氾合物の時にだけ反応する.また,ドクガ

では. マイマイガは. (7R,8S)-(+)-disparlureだ

けに反応する.今回,エナンチオマーの混合比を変え

て野外での捕揮数に対する影響を調べた.

Ⅰ.calligraphusは,ipsdienolと(S)-cts-verbenol

の混合物だけに反応した.Ipsdienolと (R)-cis-

verbenolとの混合物は捕獲数が減少した.

マイマイガについてのテストでは,(7R,8S)-(+)-

disparlureに多数が誘引 きれ, (7S,8R)-(-汁

disparlureあるいは. エナンチオマーの混合物には

僅かしか誘引されなかった.マイマイガの性フェロモ

ンのEAGで.不朽牡なエナンチオマーが活性なエナ

ンチオマーの反応を抑制することが示されているが,

上の実験紙料まそれを支持するものであろ.この抑制

作用は,ラセ日と介物あるいは不活性な穴性体の比が

増加するのに応じて州加していろ.従って光学活性的
に不純でも状況皮の氾公の時には.比吸的活性に与え
る彫矧 ま少ないことが郡解できる. (箱桁正三)

ヤスデ頬の防御物東

BenzoylCyanideandMandclonitrileBenzoate

intheDefensiveSecretionsofMillipedes.

S.S.DuFFEY,M.S.BLtJM,H.M.FALES,S.L.

EvANS,R.W.RoNCADORT,D.L.TIEMANNand

Y.NAKAGAWA:I.Chem.Ecol.,3,101(1977).

18種 の ヤスデ (Polydesmidae l種,Paradoxo･

somatidae2種,Euryuridae3;酪 Ⅹystodesmidae

12種)の分泌する防御物矧 こついて,Chemotaxon0-

micalな観点から研兜を行なった.

Xystodcsmidacのヤスデは.例夕は く benzoyl

cyanideをLL旅し,企分相紋の約10,%に相当する.一

方.benzoylcyanideは.Polydesmidae,Paradoxo-

somatidae,Euryuridaeでは.見つかっていない

(21).

OxtdusgraciZt'Sと Xystodesmidaeの%の種では,

分泌液中に,benzoicacidが検出され,約40%を占

める.調べたヤスデの約75%が,mandelonitrile

benzoateを分泌することから考えると,benzoicacid

の存在は,生化学的にみても矛盾がない.Mandeloni･

trilebenzoateは.約10%あるいはそれ以下の爪で
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